・オートマトンとは
オートマトンとは常に1つの内部状態を持っており、外部から連続している情報が入力され、それによって内部状態が遷移し、何らかの情報を出力するシステムのことをオートマトンと呼ぶ。オートマトンの内、内部状態が有限個であるものを有限オートマトンと呼ぶ。
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・CAとは
セルオートマトン（CA）とはセルと呼ばれる大量の有限オートマトンを規則正しく配置したものであり、時間とともにそれぞれのセルの状態が他のセルの影響を受けて変化していくシステムである。化学や物理学など、様々な学問のシミュレーションに利用されている。
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・CAの定義
CAは以下の定義で与えられる。

は次元ユークリッド空間中の整数座標を持つ点集合であり、この点にセルを配置する。
は各セルが取り得る内部状態の空でない有限集合である。
はの要素である。これは近傍と呼び、セルの状態が遷移する際に参照するセルのことである。
関数：は各々のセルの状態を決める局所関数である。
に対し関係が成り立つときそれを遷移規則と呼ぶ。
したがって、は遷移規則の集合で記述できる。
は静止状態を表し、をみたす。これは空白に相当し、指定されないCAも存在する。
であるような写像を集合上の次元の状相と呼ぶ。はの状相ともいう。したがって、とするとき、は座標の位置にあるセルの状態を表す。
集合上の次元状相すべての集合をで表す。つまりである。は基本的に前後関係からわかるため省略する。
静止状態が指定されたCAには有限状相と無限状相の概念が存在し、集合が有限の場合を有限状相、そうでない場合を無限状相と呼ぶ。


大域関数を次のように定める。

これは局所関数を全てのセルに適用して得られるような関数と言える。

・フレドキンの自己複製CA
フレドキンの自己複製CAとは、有限の大きさの黒丸からなるパターンを時刻0に与えると一定時間後にそのパターンが複製されているというCAである。空白を状態0、黒丸を状態1とすると、以下のように記述される。




ここで、はmod2の加算を表す。
以下にこのCAの挙動の例を示す。
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